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　――今の進路を選択された時期とそ
の理由を教えてください。
　３年生の夏頃から進路をぼんやりと
考え始め、最終決定したのは５年生の
３月頃でした。最終的に現在の薬局に
就職したのですが、当初は企業志望で
製薬会社や化粧品会社への就職を考え
ていました。
　なぜ企業志望から薬局志望に変わっ
たのかというと、実家が薬局を営んで
いたからです。自己分析をする中で、
家業を継ぎたいということが判断基準
だったと気づき、企業だとその基準か
らはずれてしまうので薬局に就職しま
した。
　――当初は企業を志望した理由を教
えてください。
　就職を意識し始めたころは、営業さ
えできればやっていけると考えていま
した。企業によって売るものが変わる
だけで、何かを伝える、売るというス

キルを身につければどんな業界でも生き残れると
思っていました。人にうまく売り込む力があれば
仕事には困らないはずです。当時は薬剤師の資格
だけではやっていけないとも感じていました。４
年生で日本薬学生連盟に入り、財務部での活動や
社会人との交流を通じて、将来はＭＲになりたい
と考えました。
　――就職を意識してから最初に行ったことは何
ですか。
　最初はインターンシップに行きました。１年浪

人していたので、進路を考え始めた３年生の夏は、
文系の友人の多くが就職先を決めた時期でした。
高校時代の友人に会った時に就職の話になり、自
分も何か行動に移さないといけないと感じまし
た。学生のうちはいろいろな企業を比較できると
いうアドバイスを社会人の方からもらったので、
３年生でも参加可能な薬局のインターンシップに
申し込みました。それが現在勤めている会社です。
　――就職活動でやって良かったこと、やってお
けば良かったことを教えてください。
　やって良かったことは自己分析です。５年生に
なる頃から始めました。当時の日本薬学生連盟の
先輩が就活のために自己分析をしていて、その話
を聞いて真似しました。今までの経験を振り返っ
てノートに書きだしたり、日本薬学生連盟の同期
や友人に自分の良いところや悪いところを聞いた
りして、自分自身を客観的に捉えようとしました。
　同時期に、製薬会社と薬局に勤務する６人のＯ
ＢやＯＧを訪問しました。学生の訪問は受け入れ
てもらえます。学生という立場を最大限に生かせ
るＯＢやＯＧの訪問をもう少し行うべきでした。
　――５年生になると実務実習などで就職活動に
あまり時間を割けないと思うのですが、その期間
の両立について教えてください。
　実務実習は９～17時で、実習後の時間を使え
たので、思っていたより時間に余裕がありました。
研究室に配属されている期間の方が、拘束時間は
長く大変だと思います。実務実習などと就職活動
の両立は、学生の間に上手な時間の使い方を勉強
するいい機会になります。実習の日報は、昼休み
に午前中のことを、帰りの電車の中で午後のこと

を記載しておけば、夜には企業研究などの時間を
確保できます。
　――就職活動のために取り組んだことがあれば
教えてください。
　社会人になっても役に立ちそうなことを勉強し
ました。具体的には、敬語やメールの書き方とい
った基本的なビジネスマナーを学んだり、学生と
いう立場を利用してたくさんの方から話を聞いた
りしました。
　――薬学生に一言お願い致します。
　きちんと大学での勉強に取り組んだ上で、大学
の外に出ることが大切です。日本薬学生連盟のよ
うな団体での活動もそうですし、旅行やたくさん
の人に会うこと、アルバイトも当てはまります。
そうすることで大学内の雰囲気に染まり過ぎず、
社会の雰囲気や自分の感覚のずれが明確に分かる
と思います。
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　日本薬学生連盟広報部は、高知市に本社を置き薬局を展
開するブルークロスで薬剤師として働く２人の先輩に、進
路選択やキャリア設計についてお話を伺いました。高井薫
子（東京薬科大学薬学部２年生）、杉林澪（慶應義塾大学

薬学部３年生）、羽渕仁哉（東北大学薬学部１年生）がイ
ンタビュアーとなって先輩から教えを受けました。先輩方
が就職先を選んだ理由や就職のために行ったことを、皆様
のこれからの進路選択に役立てていただければ幸いです。
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